


































































































































ら説明した｡第5章では､ In situ高温xRD測定および電-徴鏡観察(SEM)により､ Air雰囲気にお
ける高温処理がパラジウム系薄膜の微細構造に及ぼす影響と､水素透過束度の向上について議論した｡第
6章では､耐水素脆化の新規な方法として､多孔質セラミック基材の微小空隙にパラジウムナノ粒子を充
填した新規構造膜(pore-filling膜)を提案した0
本研究では､パラジウム系薄膜の広い温度領域での水素透過機能を調べ､耐久性を阻害する因子とメカ
ニズムを研究することにより､実用水素分離膜に必要な要件を提供した｡金属薄膜と多孔質セラミック基
板問の相互作用の知見は､学術のみならず､今後の水素分離膜開発において重要な指針を提供するもので
ある｡
以上､本論文は､著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示して
いる｡したがって､岡崎純也提出の博士論文は､博士(理学)の学位論文として合格と認める｡
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